


C O N T E N T S

写真家　松野智久 
シリーズ大雪の四季J 
「単独のオスジカ」 

エイゴのマナビカタ  
○第11回「習慣化するために」 
　英語学習指導員　宮地　晶子 

生涯学習情報ネットワーク  
○華楽三姉妹中国民族音楽ユニットコンサート 
○第47回全町婦人の集い 
○留守家庭学童保育入所のご案内 
○第26回成壮年スポーツ大会開催 
○文化ギャラリー展示のご案内ほか 

T ow n  N e w s
○第1回キャンモアＧＳＬ大会○東川小学校子ども議会 

暮らしの情報 B O X
○年金情報 
○平成17年度合併処理浄化槽設置整備事業補助金の申込みについて 
○町議会第1回定例会のお知らせ 
○確定申告は自分で書いてお早めに 
○予備自衛官を募集します○犬の飼い主のみなさんへ 
○社協通信○平成16年の火災と救急○保健だよりほか 

○太らない体づくりー食べ過ぎ、運動不足は体重増加のもとー 
○健康づくり講演会のご案内ー旭川医科大学派遣講座ー 
○元気っ子クッキングのお知らせ 
○子育て支援センターお楽しみ会のお知らせ○保健カレンダーほか 

保健だより（Healthy Column)

○「巣立ち・旅立ち・独り立ち」 
（元）郷土史編集専門員　尾池　　男 
 
 

ふるさと探訪　折々の記  

○シリーズ“大雪山の素顔” 
　「雪とつきあう」ネイチャーガイド　池田しのぶ 
○短歌・俳句○新刊図書・ビデオ案内 
○まちかど通信○道草館だより　ほか 

C u l t u r e  L o u n g e

夏の間、森林限界付近にまで登って
くる大雪山のエゾシカ達も、冬は雪が
少なく餌が摂りやすい平地の森へと
移動する。そして、深雪に弱いエゾシ
カは、冬の間、群れを作ることが多い
が、この単独のオスジカは、長い冬を
越すことができたのだろうか。 

Z o om  i n
○家庭の教育費を国がサポートします 

Yakkity Yachiyo （おしゃべりやちよ） 
○「私の幸運の星！」 
　英語指導助手（ＡＥＴ）キンバリー・マルヤマ・ヤチヨ 

○みんな違ってみんないい 
　東川中学校心の教室相談員　大関　法子 

子育てチャンネル  

特集  
○地域コミュニティをみなおそうB 
　あたらしい町づくりと地域コミュニティの役割 

○経済回復と町の自立のための政策をすすめています 
i n fo rma t i o n

○外から見た「写真のまち」ひがしかわ 
写真の町情報館  

町では、開かれたわかりやすい町政をすすめるため、分館、
行政区など各種団体からの要望により、出張懇話会を随時
開催しています。 
開催を希望される団体の方はお気軽に下記までご連絡く
ださい。 
 
お問い合わせ先 
税務住民課広報広聴係　@82-2111



国の教育ローン 

■関連ホームページ 国民生活金融公庫「国の教育ローンのご案内」　http://www.kokukin.go.jp/pfcj/kyoloaj.html 
携帯電話用ホームページ　http://www31.ocn.ne.jp/ ǹlfc_kyouiku/ 
沖縄振興開発金融公庫「融資のご案内～教育資金」　http://www.okinawakouko.go.jp/guide/ba08.htm

国民生活金融公庫が実施した「家計における教育費負担の実態調査」によると、高校入学か
ら大学卒業までにかかる費用は、子ども1人当たり平均944万円となっています。教育費を
捻出するために、教育費以外の支出を削ったり、預貯金や保険などを取り崩したりしている
方も多いようです。皆さんの家庭の教育費を支援する「国の教育ローン」をご紹介します。 

　国の教育ローンは、入学金や授業料など学校納付金、アパート代など住居にかかる費用、通学に必要な交通
費など入学時や在学中に必要となる資金を融資する公的な制度です。「教育一般貸付」、「郵貯貸付」、「年金
教育貸付」の３つの制度があり、重複して利用することもできます。 
　長期間・固定金利で借り入れできるため、昭和５４年の創設以来、延べ３６０万人を超える方が利用しています。 

●利用できる方 
　融資の対象となる学校に入学・在学
する学生・生徒の保護者で、世帯の年
間収入が990万円（事業所得者につ
いては770万円）以内の方（学生本人
または他の親族でもご利用いただけ
る場合があります） 
●融資額 
　学生・生徒1人につき200万円以内 
●取扱窓口 
　・国民生活金融公庫の各支店 
　・最寄りの金融機関（銀行、信用金庫、
　  信用組合、労働金庫、農協、漁協） 
　・沖縄県の方は、沖縄振興開発金融
　 公庫の本支店 

●融資の対象となる学校 
　・大学、大学院（法科大学院など専門職大学院を含みます）、短期大学 
　・高等学校、高等専門学校 
　・専修学校、各種学校、予備校、経理学校、デザイン学校など 
　・盲学校、聾学校、養護学校の各高等部 
　・外国の高等学校、高等専門学校、短期大学、大学、大学院など（6か月以上の留学に限ります） 
　・その他職業能力開発校などの教育施設 
　　※学校によっては一定の要件を満たす必要があります。 
●使いみち 
　・学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など） 
　・受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿泊費など） 
　・住居にかかる費用（アパート・マンションの敷金・家賃など） 
　・教科書代、教材費、パソコン購入費、通学費用、学生の国民年金 
　  保険料など 
●貸付利率 
　固定金利　年１.７％（平成１６年１２月１０日現在）　 
●返済期間 
　１０年以内（交通遺児家庭または母子家庭の方は、１年の延長が可能です） 

●利用できる方 
　教育積立郵便貯金の預金者（日本郵
政公社のあっせんを受けられた方。世
帯の年間収入に関する制限はありませ
ん） 
●融資額 
　学生・生徒１人につき200万円以内（た
だし、教育積立郵便貯金の現在高の範
囲内）  
●取扱窓口 
　簡易郵便局を除く全国の郵便局 

●利用できる方 
　厚生年金保険または国民年金（第2
号被保険者を除く）の加入期間が10
年以上の被保険者で、世帯の年間収入
が990万円（事業所得者については
770万円）以内の方（年金資金運用基
金のあっせんを受けられた方） 
●融資額 
　厚生年金保険の被保険者は、学生・
生徒1人につき100万円以内 
　国民年金の被保険者は、学生・生徒
1人につき50万円以内（ただし、同一
学生・生徒1人につき100万円以内） 
●取扱窓口 
　年金資金運用基金または各都道府
県の年金福祉協会など 



  ◇
◇
地
方
分
権
の
時
代
◇
◇
 

　
国
に
大
き
な
権
限（
許
可
、認
可
な

ど
）が
集
中
し
て
い
ま
し
た
が
、平
成

１２
年（
２
０
０
０
年
）か
ら
は
地
方（
道

や
市
町
村
）の
こ
と
は
地
方
が
自
主
的

に
決
定
す
る
と
と
も
に
、自
ら
そ
の
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。い
わ

ゆ
る
権
限
の一
部
を
地
方
へ
分
散
し
、

あ
わ
せ
て
地
方
へ
の
国
の
関
与（
指
導

や
通
達
）を
弱
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
こ
と
は
地
方
に
と
っ
て
望
ま

し
い
こ
と
で
す
が
、自
主
的
な
判
断
や

自
立
に
対
す
る
地
方
の
責
任
は
今
ま

で
よ
り
も
重
く
な
り
ま
す
。 

◇
◇
行
財
政
の
改
革
◇
◇
 

　
地
方
分
権
に
よ
り
国
の
権
限
は
あ

る
程
度
整
理
さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、地
方
の
自
主
性
を
強
化

す
る
た
め
に
は
地
方
財
政
の
問
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。国
か
ら
地
方
へ
財
源

を
移
す
議
論
は
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
あ
り
地
方
が
望
む
よ
う
に
は
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。 

　
地
方
の
財
政
は
年
々
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
、貴
重
な
財
源
を
有
効
に
使

う
た
め
に
は
、行
政
の
ム
ダ
を
省
い
て
、

肥
大
化
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
程
度
の
我
慢
や
負
担
も
と
も
な

い
ま
す
が
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。 

◇
◇
住
民
自
治
の
推
進
◇
◇
 

　
地
方
自
治
は「
団
体
自
治
」と「
住

民
自
治
」か
ら
成
り
立ってい
ま
す
。（
図
） 

　
団
体
自
治
は
市
町
村
が
自
ら
の
権

限
と
責
任
で
自
主
的
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
事
で
、広
範
な
事
務
が
あ

り
ま
す
。 

　
一方
、住
民
自
治
は
選
挙
に
よ
り
町

長
や
議
員
を
選
び
政
治
を
委
ね
る
こ

と
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、住
民

の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
そ
の
意
思

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、自

ら
も
ま
ち
づ
く
り
の
責
任
を
負
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。い
わ
ば
、団
体
自
治

と
住
民
自
治
は
車
の
両
輪
と
も
な
り
、

両
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば

方
向
を
誤
り
ま
す
。 

　
最
近
、住
民
の
意
思
を
確
実
に
と
ら

え
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
問
題
で
は
、住
民
投
票
が
各
地
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
って
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
住
民
の
判
断
や
責
任
と

と
も
に
、「
参
加
と
協
働
」に
よ
る
住

民
自
治
が
重
要
に
な
って
き
ま
す
。 

◇
◇
自
立
と
自
律
◇
◇
 

　
町
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、生
活
や

産
業
の
基
盤
が
充
実
し
て
お
り
、新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
必
要
な
財

源
の
見
通
し
が
立
って
い
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。厳
し
い
状
況
の
な
か
で
も

明
確
な
目
標
を
定
め
、智
恵
を
出
し
、

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
自
立
へ
の
道
と

な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、住
民
や
行
政
は
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
自
覚（
自
律
）し
て
責
任
を
果

す
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

  　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
重
要
な
要
素
と
し
て「
参
加
と
協

働
」が
あ
り
ま
す
。最
近
こ
の
言
葉
が

よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
二
つ
の
言
葉
は
、自
治
の
視
点
か

ら
み
る
と
特
別
な
意
味
を
も
って
い
ま

す
。 

●
参
加
と
は
 

　
町
や
団
体
等
が
計
画
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
、抱
え
る
課
題
や
問
題
の
処

理
な
ど
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
自
か

ら
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
意
見
を
述
べ
、提
案
す
る
こ

と
 

●
協
働
と
は
 

　
住
民
と
町
や
団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ

果
す
べ
き
責
任
と
役
割
を
自
覚
し
、お

互
い
の
立
場
を
尊
重
し
て
、共
通
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
力
、協
調

し
て
活
動
す
る
こ
と
 

  　
福
祉
の
充
実
や
環
境
の
保
全
な
ど

生
活
に
か
か
わ
る
幅
広
い
分
野
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に

適
切
な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、今
後
の
経
済
状
況
、

人
口
の
減
少
化
、少
子・
高
齢
の
長
寿

社
会
に
お
い
て
は
、行
政
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。そ

こ
で
、住
民
や
地
域
の
果
す
役
割
が
大

切
に
な
って
き
ま
す
。 

　
清
潔
で
美
し
い
環
境
を
守
り
、お
互

い
の
顔
が
見
え
る
な
ご
や
か
な
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
の
は
、住
民
一

地
方
自
治
の
背
景
 

○町長や議員の直接選挙 ○条例や規則を定める 
　立法権 
○公有財産の管理や行 
　政を行う行政権 

住民の意思と責任に基
づいて、住民自らが地
域のことを考え、自ら
の手で治める。 

地方公共団体が自主性、
自立性を持って、自ら
の判断と責任のもとに、
地域の実情にそって行
政を行う。 

●西部地区新年交流会 
このような交流会などを通じて 
地区が抱える問題が話し合われる。 

●全町平均の高齢化率は、２５％で4人に一人は６５歳以上となる。 
●高齢化率が３７％を超えているのは農村地域の行政区で、更に高くなると思われる。これ等の行政区では高齢者自身の役割が大切になる。 
●市街地地域は宅地造成等により高齢化率は一時的に下がる可能性はあるものの、長寿社会では上昇に転ずることも考えられる。 
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２６区　学生会館を除くと 
２２％ 

東町３丁目　女子学生 
会館を除くと　３６％ 

６東区　羽衣園を 
除くと４２％ 

全町人口に占める割合は　２５％ 
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加
と
協
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こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
 

 



人
ひ
と
り
の
思
い
や
り
と
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
の
協
力
に
よ
り
ま
す
。 

　
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
地
域
は
、行

政
が
行
って
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つい
て
も

「
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
、地
域
が
自

ら
行
う
」と
い
う
発
想
の
も
と
に
地
域

の
新
し
い
役
割
を
見
い
だ
し
て
、よ
り
一

層
自
立
し
た
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
め

ざ
す
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、地
域
の
み
で
解
決
が
困
難

な
課
題
は「
地
域
と
行
政
の
協
働
」

に
よ
り
解
決
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。 

　
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
動
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、地
域
内
の
参
加

や
協
働
の
体
勢
が
整
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、一

人
ひ
と
り
が
地
域
に
強
い
関
心
を
持

ち
、「
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」

「
何
が
で
き
る
か
」を
考
え
て
、人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
世
代
間
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い

く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

　
生
き
生
き
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
を
築
く
た
め
に
、参
加
と
協
働

について
共
通
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

〈コミュニティとは〉 
　語源は「仲間であること」、
一般的には「地域社会」と
か「地域共同体」の意味 
〈コミュニティの必要性〉 
　一人で解決できない問
題を地域全体で考えて、閉
鎖的になりがちな地域社
会を開放的な気風にする
ために、相互交流を図り、
共通の活動や経験をする。 

　先月号の本特集に掲載した行政区・公民館分館・振
興会の区域図で7南区を第一分館として表示いたしま
したが西部分館の誤りでした。 
　地域の方々に謹んでお詫びするとともにここに訂
正いたします。 

住民基本台帳によるH１６.１２末の戸数　２,９３１戸 住民基本台帳によるH１６.１２末の人口　７,６１８人 
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２
月
７
日
、
東
川
小
学
校
６
年
生
に
よ
る
子
ど

も
議
会
が
、
役
場
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
議
会
は
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
お
り
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
関
係
す
る

大
人
に
対
し
て
実
際
に
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
な

が
ら
自
分
た
ち
の
意
見
を
ま
と
め
、
議
場
で
発
表

す
る
も
の
で
、
今
年
は
「
町
の
税
収
を
増
や
す
」

と
い
う
と
て
も
難
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
観
光
、

産
業
、
住
宅
、
特
産
品
、
木
工
業
、
な
ど
の
班
に

わ
か
れ
た
子
ど
も
議
員
さ
ん
の
検
討
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

　
最
初
は
赤
絨
毯
の
敷
き
詰
め
ら
れ
た
議
場
の
雰

囲
気
に
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

議
会
が
始
ま
る
と
大
人
顔
負
け
の
意
見
の
応
酬
を

繰
り
広
げ
、
東
川
の
未
来
に
つ
い
て
活
発
な
論
議

を
重
ね
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
議
会
で
ま
と
ま
っ
た
提
案
は
役
場
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
へ
提
出
さ
れ
、
実
現
可
能
か

ど
う
か
を
検
討
し
て
も
ら
う
そ
う
で
す
。 

 

　
２
月
５
日
、
東
川
町
ス
キ
ー
連
盟
主
催
に
よ
る

第
１
回
キ
ャ
ン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム
）
大
会
が
キ
ャ
ン
モ
ア
ス
キ
ー
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
前
年
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
全
町

ス
キ
ー･

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会
を
発
展
さ
せ
、
募
集

範
囲
を
全
道
に
拡
大
し
た
も
の
で
、
第
１
回
目
の

大
会
な
が
ら
国
体
出
場
選
手
を
含
む
１３９
名
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
学
年
別
・
年
齢
別
の
１３
ク
ラ
ス
に
わ
か

れ
て
競
技
を
行
い
、
時
折
雪
が
降
る
天
候
の
中
、

選
手
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
思
い
き
り
発
揮
し
、

全
長
６０７
ｍ
の
コ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た
赤
と
青
の
ポ

ー
ル
２５
旗
門
を
果
敢
に
攻
め
て
い
ま
し
た
。 

　
競
技
終
了
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選
会
も
開
催
さ

れ
、
町
内
の
お
米
や
野
菜
、
豆
腐
な
ど
が
当
た
る

抽
選
が
行
わ
れ
、
最
後
の
浜
頓
別
町
か
ら
提
供
さ

れ
た
毛
ガ
ニ
と
旭
岳
の
ホ
テ
ル
の
ペ
ア
宿
泊
券
の

抽
選
で
は
、
会
場
か
ら
大
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
大

会
は
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

 



　町教委では、この「情報ネットワーク
」を通して、町民の方々が生涯学習を
進めていくための学習、研修、健康づく
りに関する情報を提供しています。 
　また、町民の皆さまの希望や意見
を伝えるページとしても活用したいと
考えています。こんなサークルを作り
たい、また参加してみたい、こんな学
習資料、指導者の情報を提供してほ
しい、こんな事業を計画してほしいな
ど、広く取り上げていきたいと思いま
すので、どしどしご意見・ご希望をお寄
せください。 
連絡先／右記の各施設担当までお
願いします。 

　対　象　町内に住んでいる新生児～就園前の親子ならどなたでも（会員随時募集中です。） 
《テーマ》「冬の工作」 
　と　き　３月１０日∫　午前１０時３０分～午後３時位 
　ところ　東川町農村環境改善センター（和室） 
　持ち物　お弁当、木工用ボンド、はさみ 
　申込み　不要 
　お問い合わせ 
　　役場保健福祉課　保健師まで（@８２－２１１１） 

相談日　１６日（水） 
時　間　午前１０時～午後４時 
相談要領　電話相談（来室可） 
専用電話　@８２－４２２５ 

留守家庭学童保育入所のご案内 
「みんなでつくろうあったか」標語 
　　　 （平成１６年度入選作品） 

優秀賞 小学生の部 

（第二小　4年　杉山　桃子） 
心から　感謝の言葉　ありがとう 

第47回全町婦人の集い  
　１月２９日農村環境改善センター
において第４７回全町婦人の集いが
開催されました。 
　午前は、本年度の実行委員会会
長である山口婦人会連絡協議会会
長を中心に実行委員が講師になり、
和紙くるみ絵のミニ羽子板づくり
が行われ、世界に一つだけのぬく
もりある作品ができました。 
　午後からは、社会体育講座でも
実施されているリズム体操を、荒
川由佳理インストラクターの指導
により実施され、参加者は、楽し
い交流の一日を過ごしました。 
 
 
 

　 
　放課後帰宅しても父母など保護
者が仕事で留守となる児童を対象
に、留守家庭学童保育を行ってい
ます。 
　留守家庭学童保育の概要は、次
のとおりですので、入所を希望さ
れる方は、教育委員会社会教育課
社会教育係（@８２－３２００）へお問い
合わせください。 
●留守家庭学童保育の概要 
対 象 者　東川小学校・第一小学
校・第二小学校・第三小学校に通学
する１年生から３年生までの児童 
開 設 者　東川町教育委員会 
開設期間　平成１７年４月１日～平
成１８年３月３１日 
開設時間　児童の下校時から午後

６時まで（但し、時間まで迎えに来
れない場合は、午後７時まで対応） 
開設場所　東川町留守家庭学童保
育センター（東町１丁目７番５号） 
定　　員　５０名 
保 育 料　月額１人５，５００円（但し、
計画的な月（開所日数）の半分以
下の入所は、月額の２分の１） 
入所基準　保護者などが、次の状
況にある場合に該当します。 
A昼間居宅外での労働を常態とし
ている。 
B昼間居宅内で学童と離れて家事
以外の労働を常態としている。 
C妊娠中または、出産後間がない。 
D病気または身体に障害を有して
いる。 
Eその他 
問い合わせ及び申込先　町教育委
員会社会教育課社会教育係（@８２
－３２００）※入所を希望される方は、
社会教育係備え付けの申請書用紙
を一読のうえ申込みしてください。 
申込締切　３月１８日ª 
そ の 他　新１年生は、給食対応
になるまでの期間（約１週間程度） 
は、各自昼食を持参していただく
事になります。 
 
 
 
 
 
　２６回目となる成壮年スポーツ大
会が、１月３０日∂東川町Ｂ＆Ｇ海
洋センターにおいて開催されました。 
　３０歳以上の町民の方を対象に冬
期間の体力
増進と親睦
交流を目的
に軽スポー
ツを中心に
開催し、９
チーム４５名の参加で、テニポン・
ミニバレー・輪投げの３種競技を
３ブロックに別れ行なわれました。 
　テニポンとミニバレー競技は、

チームから常に２名以上の女性又
は５０歳以上の男性が出場するルー
ルで行ないました。最後の巨大輪
投げではポイントの取り合いで順
位が変わるハプニングもあって盛
り上がり、総合得点により３ブロ
ック毎にそれぞれ１位・２位・３
位の表彰を行ない終了しました。 
 
 
　東川町空手少年団では道場生を
募集しています。練習の見学など
も可能ですので、興味のある方は
お気軽にご連絡ください。※大人
の方も歓迎です。 
練 習 日　毎週月・金曜日午後７
時から９時まで 
会　　場　月曜・錬成館／金曜・
Ｂ＆Ｇ海洋センター２階 
連 絡 先　小池（@８２－２０７８） 
 
 
 
 
 
 

　 
●旭正写真愛好会作品展 
３月１３日∂まで 
●桜井孝一写真展「思い出のＳＬ」 
３月１３日∂まで 
●ＳＳＦ世界スポーツフォトコン
テスト入選作品展 
３月２日π～３月３０日π 
●渡辺信夫写真展 
「万物共生の大地」 
３月１５日∏～３月３０日π 
●町民写真講座作品展 
３月１５日∏～３月３０日π 

”Ｓ
Ｓ
Ｆ
世
界
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

入
選
作
品
展
よ
り
“「
Ａ 

Ｋ
ｉｓｓ 

ｆｏｒ 

ｔ
ｈｅ 

Ｂｒｏｎｚｅ 

Ｍｅ
ｄａ
ｌ
」 

～軽やかに美しく 
二胡・琵琶・古箏と歌による 
どこか懐かしサウンド～ 

∑ 
■場　所　東川町農村環境改善センター 
■時　間　開場１４：３０　開演１５：００ 
■入場料 
　●前売券　　一　般 　　2，000円 
　　　　　　高校生以下　 1，000円 
　●当日券　　一　般 　　2，500円 
　　　　　　高校生以下　 1，500円 
※（全席自由・消費税込み） 
※（前売券が完売の場合は、当日券はありません。） 
■主　催／東川町芸術文化事業招へい委員会 
■後　援／東川町・東川町教育委員会 
■託児ルームを用意しています。 

■チケット取扱所 
教育委員会社会教育課…@８２－３２００ 
道草館……………………@６８－４７７７ 
フレンドシップながさわ…@８２－２０２４ 
中西商店…………………@８２－３０２１ 
山地商店…………………@８２－２５０８ 
沖新聞店…………………@８２－２６２２ 
東八ストアー……………@８２－３９９７ 
大江商店…………………@２３－３０１１ 
※（電話等での予約受付はいたしません
ので、各取扱所でお求めください。） 
■お問合せ先 
招へい委員会事務局（東川町教育委員会
社会教育課　@８２－３２００） 



　今まさにタイの休暇から帰ってきたところです。
無事に帰れたことに対して非常に感謝しています。
みなさんもご存じの通りインドネシアで地震があり、
インド洋を津波が襲いました。あの日、私は友人
と共にタイ北部からプーケット島に飛ぶ予定でい
ました。出発の一時間前、航空券を手にした私た
ちは一体何が起こったのかとテレビの前に立ち尽
くしました。その時点ではまだ何が起きたかがは
っきりとわからなかったのです。結局私たちが得
た情報は地震が震度４で400人が無くなった、と
いうことだけ。バンコクの空港に着いたとき私達
は大変混乱しており、飛行機が遅れてもまだその
日のうちにプーケットに飛べるかもしれないと思
っていたくらいです。実家や日本に宛てたメール
はかなりあっさりと「地震があったけど元気だ」
というものでした。本当にわかっていなかったの
です。 
　あれ程近くにいながら惨事からは最も遠く感じ
たのは不思議なことです。テレビがあまり無いと
いうこともあり、目にしたニュースといえば新聞
の写真や記事だけ。初めてテレビで波や洪水の様
子を目にした時は涙が止まりませんでした。巨大
な力があまりにも多くの命を奪うのを目にして、
自分が信じられないほど幸運だと思わずにはいら
れません。 
バンコクの旅行会社に行った時のことを思い出し
て見れば、あの時いつでもどこにでも行く可能性
がありました。前日にプーケットに行くこともあ
りえたのです。どんな言葉を使っても自分の幸運
を言い尽くせない気がします。生きていることに
感謝の気持ちでいっぱいです。 
 ◇このコラムは2月の災害直後書かれたものです。 

I've just come home from a holiday in Thailand
… and am so thankful for that fact.  I'm assuming that everyone now knows about the 
earthquake that hit Indonesia, which sent a 
Tsunami ripping through the Indian Ocean.  On 
that day, my friends and I were scheduled to fly 
to Phuket from Northern Thailand.  An hour 
before departure, we were standing before the 
TV with our tickets in hand wondering what 
was going on.  At that time, it was too early to 
understand clearly what had happened.  As a 
result, the information that we received was of a 
4.0 earthquake which caused a death toll of 400 
people.  We were so confused as we arrived at 
the Bangkok airport… we actually thought our flights to Phuket might still go through if we 
waited through the delay.  My emails home and 
to Japan were pretty nonchalant, just 
mentioning an earthquake and our well being.  
We really had no idea! 
It was strange being so close, yet feeling the 
farthest away from the tragedy.  The only news 
we had witnessed were still pictures and articles 
in the newspapers as TVs were hard to come by.  
The first time I actually saw footage of the 
waves and floods I couldn't control my tears.  
Watching such a force sweep away so many 
lives, I couldn't help but think how unbelievably 
lucky I was.  I thought back to being at the 
travel agent in Bangkok, where we were 
desperate for tickets anywhere / anytime.  We 
could've easily flown to Phuket the day before.  
No words can describe how lucky I feel.  I am 
so thankful to be alive.

　
目
標
を
立
て
る
の
は
楽
し
い
も

の
で
す
。夏
休
み
前
に
目
標
を
立
て

た
わ
く
わ
く
感
。ド
リ
ル
一
日
１０
ペ

ー
ジ
と
か
ラ
ジ
オ
体
操
皆
勤
。す
っ

か
り
達
成
気
分
で
し
た
。 

　
で
も
、行
動
目
標
を
立
て
る
な
ら

で
き
る
だ
け
楽
で
自
分
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
あ
ま
り
変
え
ず
に
で

き
る
こ
と
が
い
い
で
す
。と
に
か
く

習
慣
化
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら

で
す
。 

　
う
ら
や
ま
し
い
の
が
通
勤
列
車

に
乗
る
人
で
す
。列
車
を
自
分
の
書

斎
に
し
て
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
で
英
語
を

聞
い
た
り
英
文
雑
誌
を
読
ん
だ
り
。

車
で
Ｃ
Ｄ
や
テ
ー
プ
を
聞
く
人
も

い
ま
す
。英
会
話
を
習
っ
て
い
る
人

は
先
生
に
断
っ
て
授
業
を
録
音
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

　
同
じ
授
業
を
３
度
聞
け
ば
か
な

り
記
憶
に
残
り
ま
す
。あ
な
た
の
た

め
を
思
う
先
生
な
ら
き
っ
と
心
良

く
授
業
を
録
音
さ
せ
て
く
れ
ま
す
し
、

緊
張
感
が
生
ま
れ
て
よ
り
良
い
レ
ッ

ス
ン
に
な
る
で
し
ょ
う
。で
も
、通

勤
通
学
時
間
が
５
分
以
内
の
人
は
、

こ
の
手
は
使
え
ま
せ
ん
か
ら
こ
う

い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。効
果
は

私
が
実
証
済
み
で
す
。 

●
タ
イ
マ
ー
を
セ
ッ
ト
し
て
目
覚
め

の
直
前
と
寝
入
る
と
き
に
暗
記
し

た
い
テ
ー
プ
や
ラ
ジ
オ
番
組
を
か

け
る
学
習
方
法 

　
眠
り
に
落
ち
る
直
前
と
目
覚
め

て
す
ぐ
は
催
眠
効
果
が
あ
り
す
ら

す
ら
頭
に
入
り
ま
す
。耳
を
痛
め
な

い
よ
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
下
げ
て
、同

じ
所
が
何
度
も
聞
け
る
よ
う
短
い

テ
ー
プ
を
使
う
こ
と
。 

　
私
の
娘
は
昼
も
夜
も
添
い
寝
で

な
い
と
寝
な
い
赤
ち
ゃ
ん
で
、私
は

昼
間
も
ず
っ
と
横
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。仕
方
な

く
始
め
た
勉
強
法
で
す
が
、何
よ
り

横
に
な
っ
た
ま
ま
で
あ
ま
り
頑
張
ら

な
く
て
い
い
、と
い
う
の
が
ミ
ソ
で

す
。楽
し
て
英
語
の
大
量
イ
ン
プ
ッ

ト
が
可
能
で
す
。耳
だ
け
に
頼
る
と

そ
れ
だ
け
集
中
す
る
の
で
聞
き
取

り
も
伸
び
ま
す
。是
非
お
試
し
を
！ 

  



 

　
平
成
１７
年
４
月
か
ら
平
成
１８
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
３，
５
８
０
円
（
年
額
１
６
２，
９

６
０
円
）
で
す
。
保
険
料
は
平
成
１７

年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま
で
毎
年
月

額
２８０
円
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

　
平
成
１７
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括

し
て
前
納
す
る
と
、 

A
現
金
払
い
で
は
…
２，
８
９
０
円
の

割
引
が
B
口
座
振
替
で
は
…
３，
４
２

０
円
（
５３０
円
増
）
の
割
引
と
な
り
ま

す
。 

　
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４
月
に

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
４
月
３０
日
（ 

今
年
は
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５

月
２
日
）
ま
で
に
金
融
機
関
等
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
口
座
振
替
で
の
前
納
は
、
平
成
１７

年
３
月
３１
日
ま
で
に
社
会
保
険
事
務

所
で
の
登
録
が
完
了
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
口
座
振
替
日
は
、
４
月
３０
日
（
今

年
は
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５
月

２
日
）
で
す
。
な
お
、
既
に
口
座
振

替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
は
、
届
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
月
々
の
口
座
振
替
に
は
早
割
制
度

（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）

が
で
き
ま
し
た
。 

　
通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険
料

の
翌
月
末
引
落
し
）
は
定
額
保
険
料

で
す
が
、
口
座
振
替
を
早
割
に
す
る

と
４０
円
が
割
引
と
な
り
ま
す
。
早
割

制
度
を
申
込
み
す
る
と
翌
月
末
の
初

回
の
口
座
振
替
の
時
に
２
カ
月
分
の

保
険
料
（
従
前
の
保
険
料
と
４０
円
割

引
さ
れ
た
保
険
料
）
が
引
落
し
と
な

り
、
そ
の
後
毎
月
の
保
険
料
が
４０
円

割
引
と
な
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
を
利
用
希
望
の
方
は
、

「
口
座
振
替
納
付（
変
更
）申
出
書
」

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

※
申
込
日
に
よ
っ
て
は
、
口
座
振
替

ご
利
用
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
引
落
し
を
ご
希
望
さ
れ

る
月
の
前
月
ま
で
に
手
続
き
が
完
了

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

※
振
替
日
に
残
高
不
足
で
振
替
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
次
の
振
替
日
に

翌
月
分
と
合
わ
せ
た
２
カ
月
分
が
振

替
と
な
り
ま
す
。
「
当
月
末
振
替
に

よ
る
早
割
」
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

方
が
、
再
振
替
に
な
る
と
割
引
が
さ

れ
ま
せ
ん
。 

※
各
種
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
住
民

相
談
年
金
係
（
@
８２
ñ
２
１
１
１
）

ま
た
は
、
旭
川
社
会
保
険
事
務
所

（
@
２６
ñ
４
４
８
９
） 

 

     

　 
    

町
で
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
に

よ
る
水
質
汚
濁
の
防
止
と
、
生
活
環

境
と
公
衆
衛
生
の
向
上
を
目
的
に
、平

成
８
年
度
よ
り
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
下
水
道
整
備
地
区
を
除
い
た
地
区

に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場

合
、
設
置
工
事
費
用
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１７年
度
中
に
設
置
工
事
を
予
定

し
、
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
環
境

衛
生
係
（
@
８２
ñ
２
１
１
１
） 

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振 

替
割
引
制
度
が
拡
充
し
ま
す 

■東川町役場 82-2111 
■公民館 82-3200 
■文化交流館 82-4245 
■文化ギャラリー 82-4700 
■B&G海洋センター 82-4600 
■町立診療所 82-2101 
■大雪消防組合東川支署 82-2310 
■道草館 68-4777

3月のこよみ 

4月 
日 月 火 水 木 金 土 
     1 O 
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3月 
日 月 火 水 木 金 土 
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29 30 31   

 ８日　教育委員会議９：３０（役場） 
 ９日　町議会第１回定例会（会期２４日まで） 
１２日　東川中学校卒業式 
１３日　（映画）ガイアシンフォニー上映会 
１５日　東川養護学校卒業式 
１６日　健康づくり講演会 
１８日　子育てフォーラム 
　 　　各小学校卒業式 
２１日　華楽三姉妹コンサート 
２３日　幼児センター卒園式 
２４日　教育委員会議１３：３０（役場） 

税
務
住
民
課
住
民
相
談
年
金
係 

平
成
１７
年
度
合
併
処
理
浄
化 

槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金
の 

申
込
み
に
つ
い
て 

税
務
住
民
課
環
境
衛
生
係 
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平
成
１７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３

月
９
日
π
に
開
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。平
成
１７
年
度
の
行
政
執
行
方
針
、

教
育
執
行
方
針
を
は
じ
め
、
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
予
算
や
条
例
な
ど

重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
併

せ
て
、
一
般
質
問
も
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

●
本
会
議
の
予
定 

９
日
（
午
前
９
時
３０
分
開
会
） 

・
行
政
執
行
方
針
／
教
育
執
行
方
針

／
一
般
会
計
・
特
別
会
計
等
提
案
理

由
説
明 

１０
日
（
午
前
９
時
３０
分
開
会
） 

条
例
等
提
案
理
由
説
明
・
審
議 

※
１１
日
か
ら
１７
日
ま
で
は
、
休
会
し

て
議
案
の
調
査
を
致
し
ま
す
。 

２２
日
（
午
前
９
時
３０
分
開
会
） 

・
一
般
質
問 

２４
日
（
午
前
９
時
３０
分
開
会
） 

・
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
条
例
等

の
審
議
、
採
決 

　
以
上
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

  

    

　
平
成
１６
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
の
受
付
は
３
月
１６
日
π
ま
で
で
す
。 

　
申
告
期
限
間
際
は
、
税
務
署
・
役

場
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
書
等
は
税
務
署
ま
た
は
役
場

の
窓
口
に
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
税
務
署
・
役
場
で
は
ご
自

分
で
作
成
し
提
出
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
相
談
担
当
者
が
記
載
方
法
等

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。 

　
税
務
署
ま
た
は
役
場
に
お
越
し
の

際
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
わ
か
り
に

な
る
箇
所
を
記
入
の
う
え
、
印
鑑
、

前
年
の
確
定
申
告
書
等
の
控
え
、
使

い
慣
れ
た
「
計
算
器
具
」
や
「
筆
記

具
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
旭
川
東
税
務
署
（
@

２３
ñ
６
２
９
４
）
ま
た
は
役
場
税
務

係
（
@
８２
ñ
２
１
１
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

     

採
用
対
象
　
自
衛
官
未
経
験
者
ま
た

は
、
自
衛
官
で
あ
っ
た
期
間
が
１
年

未
満
で
あ
る
者 

資
　
　
格
　 

A
一
般
公
募
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

１８
歳
以
上
３４
歳
未
満
の
者 

B
技
能
公
募
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

１８
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等（
※
）

を
有
す
る
５５
歳
未
満
の
者 

※
衛
生
（
甲
、
乙
）
、
語
学
、
自
動

車
整
備
、
情
報
処
理
、
通
信
、
電
気
、

建
設
な
ど
の
資
格 

試
験
種
目
　
A
（
一
般
）筆
記
試
験
、

口
述
試
験
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

／
B
（
技
能
）小
論
文
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
、
身
体
検
査 

試
験
期
日
　
平
成
１７
年
４
月
１６
日
º
、

１７
日
∂
、
１８
日
∑
の
い
ず
れ
か
１
日

（
両
公
募
と
も
） 

試
験
会
場
　
A
（
一
般
）
陸
上
自
衛

隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭
川
市
春
光
）
／

B
（
技
能
）
陸
上
自
衛
隊
札
幌
駐
屯

地
（
札
幌
市
中
央
区
南
２６
条
西
１０
） 

申
込
み
　
平
成
１７
年
４
月
８
日
ª

ま
で 

お
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
旭
川
地
方

連
絡
部
南
地
区
隊
（
@
２２
ñ
０
６
４

８
、
２４
ñ
０
９
０
４
）
、
お
よ
び
役

場
企
画
総
務
課
総
務
係
（
@
８２
ñ
２

１
１
１
）
、
ま
た
は
町
募
集
相
談
員

小
野
利
昌（
@
８２
ñ
３
７
３
７
）ま
で 

      

　
水
力
発
電
施
設
に
よ
る
自
然
環
境

ま
た
は
生
活
環
境
へ
の
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
に
、
関
係
す
る
市
町
村
に

交
付
さ
れ
て
い
る
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
を
受
け
、
イ
ー
ス
ト
タ
ウ

ン
公
園
（
東
町
４
丁
目
）
と
、
優
良

田
園
住
宅
団
地
公
園
（
東
８
号
）
に

遊
具
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

全
国
各
地
で
水
力
発
電
・
火
力
発
電
・

地
熱
発
電
・
原
子
力
発
電
等
、
発
電

施
設
周
辺
の
影
響
緩
和
の
た
め
、
様 

々
な
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

●
平
成
１６
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業 

・
イ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
公
園
整
備 

・
優
良
田
園
住
宅
団
地
公
園
整
備 

     

●
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
登
録
は
お
済
み
で

す
か
。
　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

生
後
９１
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、

役
場
で
犬
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
一
度
登
録
す
れ
ば
、
更

新
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

引
越
し
し
た
時
や
犬
が
死
亡
し
た
と

き
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

（
犬
の
登
録
料
３
千
円
） 

●
鑑
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

　
登
録
時
に
役
場
か
ら
鑑
札
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
迷
子
に
な
っ
た
と
き
、

こ
の
鑑
札
に
記
載
さ
れ
て
い
る
登
録

番
号
で
飼
い
主
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、

首
輪
等
に
鑑
札
を
着
け
る
か
、
登
録

番
号
を
書
き
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。 

●
毎
年
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
　
狂
犬
病
は
、ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
韓
国
や

ロ
シ
ア
で
も
発
生
し
て
お
り
、
世
界

で
は
毎
年
数
万
人
の
人
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
狂
犬
病
予
防
法

に
よ
り
、
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
１

年
に
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
愛
犬
が

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
動
物
病
院
等
で
受
け
て
下
さ

い
。
動
物
病
院
等
で
注
射
を
受
け
た

場
合
は
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
（
交

付
手
数
料
５５０
円
）
を
交
付
し
ま
す
の

で
、役
場
担
当
窓
口
ま
で
来
て
下
さ
い
。 

●
散
歩
途
中
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
　
犬
の
フ
ン
害
に
よ
る
苦

情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬

を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
フ
ン
を
持

ち
帰
る
た
め
の
袋
を
必
ず
持
ち
歩
き
、

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。 

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

　
犬
は
檻
で
飼
う
か
、
２
ｍ
以
内
の

丈
夫
な
ク
サ
リ
等
を
固
定
し
た
も
の

に
つ
な
ぎ
、
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
飼
育
場
所
が
玄
関
前
、
歩

道
等
の
人
が
通
行
す
る
場
所
の
近
く

に
あ
る
時
は
、
接
触
し
な
い
よ
う
に

し
、
室
内
で
飼
育
す
る
場
合
は
、
外

に
飛
び
出
し
た
り
、
訪
問
者
に
接
触

し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
放

し
飼
い
で
は
、
伝
染
病
や
寄
生
虫
病

に
か
か
っ
た
り
、
交
通
事
故
、
子
供

を
追
い
か
け
た
り
、
人
を
咬
む
な
ど

の
事
故
が
お
き
ま
す
の
で
、
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。 

●
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
の
感
染
予
防

に
つ
い
て
　
犬
は
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ

て
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
感
染
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス

は
犬
か
ら
も
人
に
感
染
し
ま
す
。
人

と
犬
が
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
に
感
染
し

な
い
た
め
に
も
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

・
野
犬
を
餌
付
し
た
り
、
触
れ
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

・
犬
を
放
し
飼
い
に
し
な
い
。 

・
散
歩
中
、
犬
に
拾
い
食
い
を
さ
せ

な
い
。 

・
散
歩
中
の
犬
の
便
は
持
ち
帰
る
。 

・
犬
が
野
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
た
と
思
わ

れ
る
場
合
に
は
動
物
病
院
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
環
境

衛
生
係
@
８２
ñ
２
１
１
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１
月
１６
日
か
ら
２
月
１０
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》 

２１　
　
　
　
区
　
溝
口
　
泰
男
　
様 

２１　
　
　
　
区
　
河
野
　
展
之
　
様 

西
町
３
丁
目
　
金
野
　
照
雄
　
様 

１
　
　
　
区
　
船
城
　
辰
三
　
様 

  

　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
相
談
日
を
設
け
て
毎
月

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
と

相
談
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

               

　
次
の
日
程
で
移
動
献
血
車
が
来
町

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

議
会
事
務
局 

町
議
会
第
一
回
定
例
会
の
お 

知
ら
せ 

税
務
住
民
課
税
務
係 

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い 

て
お
早
め
に 

企
画
総
務
課
総
務
係 

予
備
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す 

企
画
総
務
課
政
策
室 

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金 

で
公
園
が
整
備
さ
れ
ま
し
た 

税
務
住
民
課
環
境
衛
生
係 

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ 

●
保
健
だ
よ
り 

温
か
い
善
意 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

今
月
の
く
ら
し
の
相
談
日
ご
案
内 

３
月
１７
日 

大
　
石
　
久
　
子 

〈
火
災
〉 

　
東
川
町
で
平
成
１６
年
中
に
発
生
し

た
火
災
は
、
前
年
の
３
件
を
大
き
く

上
回
る
６
件
あ
り
ま
し
た
。 

　
原
因
は
電
気
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ

２
件
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
油
漏

れ
１
件
、
工
場
火
災
が
３
件
で
し
た

が
、
い
ず
れ
も
大
き
な
火
災
に
は
な

ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
初
期
消
火
で
済

み
損
害
額
は
前
年
よ
り
少
な
く
３，
２

２
３
千
円
で
し
た
。 

　
今
年
に
入
り
、
道
内
で
は
建
物
火

災
が
相
次
い
で
発
生
し
、
ニ
ュ
ー
ス

や
新
聞
な
ど
で
毎
日
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
冬
期
間
は
特
に
火
気
を

使
用
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
コ
ン

ロ
や
ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ
な
ど
が

な
い
よ
う
点
検
す
る
と
と
も
に
、
外

出
す
る
際
に
は
、
家
の
周
り
を
整
理

整
頓
し
放
火
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
万
が
一
火
災
が
起
こ
っ
て

も
、
慌
て
ず
に
対
応
で
き
る
よ
う
消

火
器
の
使
用
方
法
や
避
難
口
な
ど
を

再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
救
急
〉 

　
平
成
１６
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は

３１９
件
で
前
年
最
高
出
動
件
数
だ
っ
た

３１２
件
を
さ
ら
に
更
新
し
ま
し
た
。 

　
出
動
種
別
で
は
、
急
病
が
１８８
件
で

例
年
通
り
一
番
多
く
、
次
い
で
一
般

負
傷
５７
件
、
交
通
事
故
２９
件
、
転
院

搬
送
２０
件
の
順
で
し
た
。 

　
搬
送
人
員
は
３０３
人
で
、
町
内
在
住

者
が
２１６
人
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
年
齢
別
に
見
る
と
、
約
５４
％
が
６５

歳
以
上
で
あ
り
、
１６５
人
と
一
番
多
く

搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
救
急
搬
送
者
の
お
よ
そ
４

割
が
入
院
の
必
要
が
な
い
軽
症
者
で

あ
り
、
こ
の
中
に
は
救
急
車
の
必
要

の
な
い
ご
く
軽
い
症
状
の
人
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
救
急
車
を
正

し
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
休
日
・
夜
間
の
病
院
の
問

い
合
わ
せ
は
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ

ー
（
@
２６
ñ
１
４
０
０
）
又
は
大
雪

消
防
組
合
東
川
支
署
（
@
８２
ñ
２
３

１
０
）
に
お
尋
ね
下
さ
い
。 

毎日１５日は 

大雪消防組合東川支署 

　町民防火の日は、午前７時にサ
イレンを１５秒間吹鳴し、防火を呼
びかけますので、火の元を今一度
点検し防火に努めて下さい。 

実 施 日 場 　 所  時 　 間  

３月２２日∏ 忠別ダムＪＶ前 １２：００～１３：００ 

ＪＡ東川事務所前 ９：３０～１１：３０ 

役場庁舎前 １４：３０～１６：３０ 

0

1

2

3

4

5

6

7

12年 13年 

5 5

14年 

過去５ヵ年の火災出動件数 

過去５ヵ年の救急出動件数 

平成16年の 
傷病程度別搬送人員 

4

15年 

3

16年 

6

12年 13年 14年 

152

47
26
43
268

147

48
25
39
259

155

62
20
31
268

15年 16年 

173

60

31
48
312

188

57

29
45
319

その他 
交通事故 
一般負傷 
急病 

死　亡 
重　症 
中等症 
軽　症 

重症 
18％ 

中等症 
40％ 

軽症 
39％ 

死亡 
3％ 

合　計 

10名 
55名 
120名 
118名 
303名 

※傷病程度は医師の所見によ
るものです。 
死　亡：初診時に死亡が確認

されたもの 
重　症：３週間以上の入院が

必要なもの 
中等症：重症又は軽症以外の

もの 
軽　症：入院の必要がないも

の 



　
賃
貸
や
簡
易
宿
泊
所
と
し
て
利
用
す

る
た
め
住
宅
等
を
改
修
す
る
場
合
に
補

助
す
る
事
業
で
、
現
在
１
件
の
農
家
住

宅
の
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
業

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

内
　
　
容
　
住
宅
の
外
観
・
構
造
補
強
・

居
住
性
の
向
上
工
事
の
工
事
費
の
３
分

の
１
以
内
で
補
助
額
を
１
戸
５００
千
円
を

上
限
と
し
ま
す
。 

　
町
内
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
及
び
農
家
等
住
宅
の

空
家
・
貸
家
の
情
報
を
所
有
者
及
び
管
理
者
と

町
が
共
有
し
、
町
内
外
か
ら
の
入
居
希
望
者
に

対
し
て
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
定
住
促
進
を
す

す
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
市
街
地
・
農
家
地

区
の
空
家
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

対
象
物
件
　
町
内
に
あ
る
即
入
居
が
可
能
な
ア

パ
ー
ト
・
戸
建
住
宅
の
空
家
・
貸
家 

情
報
提
供
方
法
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
電
話

及
び
窓
口
紹
介 

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
様
式
に
よ
る
こ
と
。 

そ
の
他
　
申
請
に
関
す
る
こ
と
は
企
画
総
務
課

政
策
室
（
@
８２
ñ
２
１
１
１
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
願
い
ま
す
。 

　
東
川
風
住
宅
設
計
指
針
を
満
た
す
住

宅
を
新
築
（
購
入
）
す
る
場
合
に
町
内

家
具
及
び
カ
ー
ポ
ー
ト
・
物
置
の
設
置

費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
の
事
業
。
平

成
１６年
度
は
家
具
の
補
助
が
２０
件
、
指
定

区
画
で
の
カ
ー
ポ
ー
ト
等
の
設
置
補
助

が
５
件
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
東
川

町
土
地
開
発
公
社
と
と
も
に
宅
地
分
譲

と
あ
わ
せ
て
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
は
か
り
な

が
ら
定
住
促
進
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

事
業
内
容
　
東
川
風
住
宅
設
計
指
針
の

基
準
を
満
た
す
住
宅
を
新
築
（
購
入
）

す
る
場
合 

●
町
指
定
の
区
画
内 

A
物
置
及
び
カ
ー
ポ
ー
ト
の
設
置
を
５０

万
円
以
内
で
補
助
。（
た
だ
し
町
内
業
者

施
工
に
限
る
。
一
部
自
己
負
担
有
。
） 

B
木
製
家
具
購
入
補
助
（
町
内
業
者
制

作
） 

●
指
定
区
画
外（
町
内
で
の
建
替
含

む
） 

A
木
製
家
具
購
入
補
助
（
町
内
業
者
製

作
） 

※
東
川
風
住
宅
の
条
件
　
床
面
積
は
５０

fl
〜
２４０
fl
と
し
、
景
観
等
へ
配
慮
す
べ

き
一
定
の
項
目
（
壁
・
屋
根
・
車
庫
等

の
外
観
・
色
・
材
質
を
指
定
）
を
設
定

し
て
い
ま
す
。 

　
昨
今
の
経
済
的
低
迷
か
ら
企
業
の
倒

産
、
農
業
所
得
の
減
少
さ
ら
に
は
観
光

客
の
減
少
に
よ
り
町
内
産
業
が
元
気
を

な
く
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
人
口
も

横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
豊
か
な
自
然
景
観
を
守
り
、

資
源
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
町
が
い
か

に
自
立
し
生
き
残
っ
て
い
く
か
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１５年
７
月
に
制
定
し
た
「
定
住
促

進
条
例
」
「
起
業
化
支
援
条
例
」
に
よ

る
新
制
度
は
、
主
に
経
済
的
自
立
の
た

め
の
一
方
策
で
あ
り
、
こ
の
制
度
に
よ

っ
て
町
の
定
住
人
口
の
増
加
、
産
業
の

活
性
化
と
雇
用
の
促
進
を
図
る
も
の
で

す
。 

　
定
住
促
進
制
度
と
し
て
は
、
平
成
１４

年
に
施
行
し
た
「
美
し
い
東
川
の
風
景

を
守
り
育
て
る
条
例
」
に
よ
る
「
東
川

風
住
宅
設
計
指
針
」
に
合
致
す
る
戸
建

住
宅
を
建
築
し
定
住
す
る
方
に
対
し
、

町
内
で
生
産
さ
れ
た
木
製
家
具
や
町
内

業
者
施
工
に
よ
る
カ
ー
ポ
ー
ト
（
指
定

区
画
に
建
築
す
る
場
合
）
の
補
助
、
ア

パ
ー
ト
の
建
設
支
援
や
空
家
等
を
改
修

す
る
方
へ
の
補
助
が
行
わ
れ
、
定
住
の

み
な
ら
ず
美
し
い
街
並
み
づ
く
り
の
一

助
に
も
な
っ
て
お
り
、
人
口
も
増
加
に

転
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
人

や
新
規
分
野
で
の
事
業
活
動
を
開
始
す

る
人
な
ど
を
支
援
す
る
起
業
化
支
援
制

度
で
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
、

農
業
の
新
た
な
展
開
、
雇
用
増
進
な
ど

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
企
画
総
務
課
政
策
室

@
８２
―
２
１
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（
内
２２８
・
２２９
） 

　
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
方
や
平

成
１５
年
７
月
よ
り
過
去
５
年
以
内
に
建

設
さ
れ
た
ア
パ
ー
ト
の
持
主
に
補
助
す

る
事
業
で
、
平
成
１６
年
度
は
１０
棟
５５
戸

の
賃
貸
共
同
住
宅
が
完
成
し
ま
す
。 

事
業
内
容 

●
新
規
住
宅
建
設
者 

　
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
場
合
に

建
設
費
の
３
分
の
１
以
内
を
補
助 

∏
町
内
業
者
建
築
１
戸
当
１，
８
０
０
千

円
上
限
　 

π
町
外
業
者
建
築
１
戸
当
１，
３
０
０
千

円
上
限 

●
既
存
住
宅
所
有
者 

　
平
成
１５
年
７
月
を
基
準
に
建
設
後
５

年
以
内
で
経
過
年
数
を
差
し
引
い
た
残

月
数
に
対
し
て
１
戸
１
カ
月
６
千
円
を

補
助 

条
　
　
件 

●
新
築
共
同
住
宅
は
プ
レ
ハ
ブ
を
除
く

１
棟
２
戸
以
上
で
駐
車
場
・
物
置
完
備
。

家
賃
は
建
設
後
５
年
以
内
に
限
り
建
設

費
の
　
％
以
内
。 

●
既
存
住
宅
所
有
者
は
補
助
額
の
３
分

の
２
以
上
を
家
賃
に
充
当 

 

　
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
内
で

新
た
に
事
業
を
開
始
す
る
場
合
や

新
た
な
分
野
の
事
業
を
行
う
場
合

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
で
す
。
平
成
１６
年
度
は
新

た
に
４
件
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

内
　
　
容
　
町
内
に
て
新
規
事
業 

・
新
規
分
野
で
の
事
業
活
動
を
行

う
も
の
、
家
屋
の
取
得
及
び
改
修

費
、
設
備
等
取
得
費
の
３
分
の
１

以
内
を
補
助
す
る
も
の
で
１
事
業

者
１，
０
０
０
千
円
を
上
限
と
す
る
。 

条
　
　
件
　
起
業
者
は
１
名
以
上

の
専
従
者
が
い
る
事
業
場
を
設
置

す
る
こ
と
。 

補
助
対
象
　
家
屋
の
購
入
費
及
び

改
修
費
、
機
械
、
装
置
、
機
器
、

器
具
、
店
舗
用
備
品
、
パ
ソ
コ
ン

等
で
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

購
入
費
等
と
し
、
業
種
は
別
途
指

定
し
て
い
ま
す
。 

カレーとコーヒーの店 

「まるめろの木」 

ファームウィング 

アグリテック・グリーン 
ツーリズムナビゲーション 

フレームイナバ 

代表者名 
起業地住所 
村田　裕子 
北町５丁目４ 
宇佐見　昇 
南町４丁目３ 
井上　佳和 
１号北２５番 
稲葉加奈子 
西町８丁目１１ 

事業内容 

一般飲食店 

農産物直売所 

体験観光ガイド 

出張写真店 

事業者名 
シンシアⅡ 

クイーン２００５ 

大雪フラワーＣ 

ノースシュライン 

ウェストシュライン 

メゾン・ド・ルイ 

Ｄａｎｄｅｌｉｏｎ 

マンションＪＯＥ 

ディアライフ 

カサレリアⅡ 

建築場所 

北町５丁目２ 

西町２丁目９ 

南町２丁目８ 

北町５丁目２ 

西町４丁目５ 

西町３丁目９ 

西町４丁目５ 

西町４丁目５ 

西町２丁目１２ 

西町８丁目６ 

間取り（構造・用途） 
１Ｌ‐４戸 
２Ｌ‐１戸（メゾネットタイプ） 
３Ｌ‐４戸 
２Ｌ‐２戸 
３Ｌ‐２戸 
１Ｌ‐２戸 
３Ｌ‐２戸 
１Ｌ‐２戸 
３Ｌ‐４戸 
３Ｌ‐６戸 
１Ｌ‐２戸 
３Ｌ‐４戸 
１Ｌ‐４戸 
３Ｌ‐４戸 
２Ｌ‐６戸（ペット可） 

３Ｌ‐６戸 

戸当り家賃（円） 
１Ｌ  ４１，０００円 
２Ｌ  ６２，０００円 
３Ｌ  ５５，０００円 
２Ｌ  ４８，０００円 
２Ｌ  ５３，０００円 

１Ｌ  ４１，０００・４２，０００円 
３Ｌ  ５４，０００・５５，０００円 
１Ｌ  ４１，０００・４２，０００円 
３Ｌ  ５４，０００・５５，０００円 

６４，０００円 
１Ｌ  ４１，０００・４３，０００円 
３Ｌ  ５７，０００・５９，０００円 
１Ｌ  ４１，０００・４３，０００円 
３Ｌ  ５７，０００・５９，０００円 
５７，０００・５８，０００円 

５５，０００円 
（メゾネットタイプ）  ６０，０００円 

完成時期 

完成済 

完成済 

完成済 

Ｈ１７.３月 

Ｈ１７.３月 

Ｈ１７.３月 

Ｈ１７.３月 

Ｈ１７.３月 

Ｈ１７.３月 

Ｈ１７.３月 

アパート名 

０.８ 

空
き
家
を
貸
し
た
い
方 

町
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

戸
建
・
ア
パ
ー
ト
を
お
探
し
の
方 

＊完成済み及び建設中のアパートの入居に関しては町企画総務課政策室（@８２－２１１１）までお問合せ下さい。 

平成１６年度建設アパート一覧表（完成予定順） 

北町５丁目「シンシアⅡ」 
（平成１７年２月末完成） 

木製家具 

カーポート 

カレーとコーヒーの店 
「まるめろの木」 

東川風住宅 

平成１６年度起業化支援事業者一覧表 

  



大関　法子　おおぜき　のりこ 
■中学校の「心の教室相談員」として勤務して、
２校７年目になる。（前任校旭川市内中学校）全
日本カウンセリング協議会認定カウンセラー。 

 

　
間
近
か
に
迫
っ
た
第
５８
回
卒
業
式
。３

月
１２
日
の
こ
の
日
、３
年
生
５３
名
が
巣
立
っ

て
行
き
ま
す
。思
春
期
の
こ
の
時
期
を 

”疾
風
怒
涛
の
時
代
“と
か
”さ
な
ぎ
の
時

代
“と
か
と
呼
び
ま
す
が
、正
に
、５３
通
り

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
を
な
し
と
げ
て

巣
立
っ
て
行
く
の
で
す
。 

　「
３
年
間
で
変
わ
っ
た
こ
と
」と
い
う

題
の
卒
業
生
が
書
い
た
作
文
で
す
。『
入

学
し
た
と
き
よ
り
は
人
見
知
り
し
な
く

な
っ
た
と
思
う
。知
ら
な
い
人
た
ち
の
中

で
お
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
、友
達
に

自
分
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。も
う一つ
は
、自
分
の
個
性
を
出
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
。み
ん
な
の
中
に
う
も
れ

な
い
よ
う
に「
自
分
は
自
分
」と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。だ
か
ら
自
然
体
で

友
達
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
』学
級
通
信

に
紹
介
さ
れ
た
こ
の
作
文
に
は
、自
己
の

消
極
性
を
克
服
し
、「
自
分
は
自
分
」と

い
う
思
い
に
至
る
ま
で
の
気
持
が
と
て
も

素
直
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。一
読
し
て

こ
の
生
徒
の
内
面
を
見
つ
め
る
確
か
な
目

に
尊
敬
の
念
さ
え
湧
い
て
来
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。 

　
早
い
も
の
で「
心
の
教
室
相
談
員
」と

し
て
赴
任
し
て
４
年
目
が
終
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
は
、駆
出

し
で
五
里
霧
中
の
毎
日
で
す
。「
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
っ
て一体
何
？
」と
聞
か
れ
た
ら
、

今
こ
の
場
に
お
け
る（
む
し
ろ
過
去
の
体

験
に
全
く
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
）人
間

の
心
の
う
ち
を
感
じ
と
り
、吸
収
し
、同

じ
思
い
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
と
答
え
て

い
ま
す
。極
端
に
言
う
と
、向
き
合
っ
て
い

る
相
手
の
人
の
気
持
が
、し
み
透
る
よ
う

に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
人
間
に
な
れ
る

か
な
れ
な
い
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
を
打
ち
立
て
た

カ
ー
ル・ロ
ジ
ャ
ー
ズ
は
、人
間
関
係
づ
く

り
の
３
条
件
を
と
て
も
大
切
に
し
ま
し
た
。

第
１
は
受
容
の
心（
相
手
の
あ
る
が
ま
ま

の
姿
を
受
け
止
め
る
こ
と
）、第
２
は
共

感
す
る
こ
と（
積
極
的
な
好
意
を
感
ず
る

関
係
の
持
続
）、第
３
は
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と（
相
手
の
思
い
に
寄
り
添
い
支
え
る
）

で
す
。で
す
か
ら
、カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、

ス
キ
ル
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
も
ま
し
て
ア

ド
バ
イ
ス
で
も
な
い
と
言
え
ま
す
。 

　
さ
て
、親
子
の
関
係
で
よ
く
言
わ
れ
る

の
は「
絆
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
強
い
絆

で
結
ば
れ
て
い
る
」と
い
う
言
い
方
が
あ

り
ま
す
が
、絆
は
強
め
る
よ
り
深
め
る
こ

と
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。短
い

直
接
的
な
つ
な
が
り
で
や
っ
て
い
る
と
、「
ダ

メ
」と
か「
行
っ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う

禁
止
の
言
葉
に
な
っ
て
来
ま
す
。自
分
の

領
域
か
ら
出
て
行
く
こ
と
が
不
安
に
な
る
。

自
分
の
領
域
だ
け
に
子
ど
も
が
い
て
く
れ

る
こ
と
で
親
が
助
か
っ
て
い
る
。そ
れ
は

親
が
子
ど
も
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
、子
ど
も
が
自

分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
く
て
、帰
っ
て

来
る
時
間
に
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
し
ま

す
。そ
の
時
、ワ
ッ
と
怒
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ケ
ン
カ
に
な
る
け
れ
ど
、「
何
が
あった
の
？
」

と
聞
く
と
、子
ど
も
は「
こ
う
こ
う
で
帰
っ

て
来
る
の
が
遅
く
な
っ
た
」と
言
っ
て
く

れ
た
後
、「
そ
う
だ
っ
た
の
、そ
り
ゃ
面
白

か
っ
た
で
し
ょ
う
」と
言
え
た
と
し
ま
す
。

こ
の「
面
白
か
っ
た
で
し
ょ
う
」と
い
う
言

葉
が
子
ど
も
の
深
い
と
こ
ろ
に
届
く
言
葉

で
あ
る
訳
で
す
。絆
の
深
さ
は
信
頼
の
深

さ
へ
と
繋
が
っ
て
行
き
ま
す
。人
間
関
係

と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、ほ
ん
と

う
に
信
頼
し
て
い
る
の
と
、信
頼
の
真
似

を
し
て
い
る
の
と
で
は
全
然
違
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
違
い
は
子
ど
も
に
は
絶
対

わ
か
る
の
で
す
。 

　「
相
談
が
あ
る
の
で
す
」と
言
っ
て
気

軽
に
問
題
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
、そ
ん

な
生
徒
と
の
関
係
を
大
切
に
し
て
行
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。何
よ
り
も
ほ
ん

と
う
に
か
わ
い
い
と
思
え
る
東
中
生
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
役
立
つ
私
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
命
じ
な
が
ら
…
…
。 

・
・
・
・ 



 
 
●「写真の町ひがしかわ」は町独自の視点を持ち、また
東川賞として独特な選考の写真賞は貴重に思います。
ボランティアスタッフを募集し、写真展の準備の現場に、
入てれいただいて体験させてもらうことはすごく勉強にな
りました。他の学生やイベントなどにふれあう機会が少な
かったのが残念。ホームスティが唯一東川に来ているの
だという実感した瞬間でした。フォトフレという明確な目的
があって来ましたが、地元の人とつながってこそ、このフ
ェスティバルを実施する意義があると感じました。町民の
方も２０年の経験からか、とても明るく接してくださいました。
これからも頑張ってください。　　（札幌市 奈良岡 理恵） 
 
●写真の町２０年というのはすごいと思いました。ハード
的な部分だけでなく、ソフト的な面が伴っているから、継
続できるのだろうなと思います。小学生が暗室作業を経
験したりいつもカメラを持ち歩く町民の方がいたり、写真
家の方が移住されたり、フォトフレについてもなぜ、全国
から募集するのかが疑問に思っていましたが、写真で頑
張っている東川町のことをたくさんの人に伝えていくため
だと参加して実感しました。私も大阪で東川町を宣伝し
ます。東川町での経験は一生の宝です。ありがとうござ
いました。　　　　　　　　　 （大阪府　住田 雅江） 
 
●マンホールの絵柄にもカメラが描かれるほど、この町に
は写真が浸透していることを感じました。東川町に来て
人生において、かけがえのない大切なものをたくさん得ら
れ、東川町が大好きになりました。参加して本当に良か
ったと思います。写真の町東川町を多くの人にアピール 
して、今以上に盛んなフォトフェスタになるよう応援します 

 
 
ので頑張ってください。　　　　 （東京都　堀田　文） 
 
●北海道に「写真の町」があるというのは、漠然としたイ
メージのもので、実際に来てみて、フォトフェスタメイン会
期中に国内外から著名な写真家が大勢来ていて、とて
も不思議な光景でした。写真に興味のない人から見れば、
誰がすごい人なのかわからないと思います。写真の世
界は、何処か閉鎖的で評価もあいまいなものであり、写
真界もせっかくこうした「写真の町」というものがあるの
だから、一般の人に向けたアプローチの努力をすべきと
考えます。相互に成長していけるような関係ができれば
と思います。 
ホームステイでは、北海道の一般的な家庭を体験でき、
また、たいへん良くしていただき感謝の気持ちでいっぱ
いです。 
受賞を祝う集いでの町民の手作りの料理には感動しま
した。　　　　　　　　　　　 （京都府　薮本絹美） 

 

　
明
治
３８
年
に
生
ま
れ
た
上
村

さ
ん
は
年
齢
１００
歳
を
迎
え
、東
川

町
に
５０
年
以
上
在
住
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

　
こ
の
度
、東
川
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
そ
の
長
寿
と
本
町
の
開
拓

及
び
発
展
に
対
す
る
永
年
の
功

労
を
讃
え
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
２
月
１４
日
、入
所
し
て
い
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
東
川
町
羽

衣
園
に
お
い
て
、松
岡
町
長
か
ら
、

上
村
さ
ん
に「
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
長
生
き
し
て
下
さ
い
」と
言
う

言
葉
と
と
も
に
表
彰
状
と
お
祝

い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
更
な
る
ご
長
寿
を
、お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 

上
村
ふ
さ
さ
ん
に 

東
川
町
開
拓
功
労
者
表
彰
が 

贈
ら
れ
る 



【3月分】 
  １日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 
  ４日¤　ごっくん教室 申込制 …１３：００～１４：００ 
　　　　 乳幼児健診…………１３：３０～ 

（通知者以外は１４：３０～） 
  ７日◊　介護教室……………１３：３０～１５：３０ 
  ９日Ÿ　精神保健相談 予約制 …１３：３０～ 
１０日⁄　乳幼児予防接種 
　　　　 三種混合　　　　  １３：４５～１４：１５ 
　　　　 麻しん　　　　　　１４：４５～１５：００ 
　　　　 風しん　　　　　　１５：３０～１５：４５ 
１１日¤　栄養教室（応用編）……９：３０～１２：３０ 
１５日ÿ　リハビリ教室…………１１：００～１４：３０ 
１６日Ÿ　健康づくり講演会……１３：３０～１５：００ 
１７日⁄　元気っ子クッキング……１０：００～１２：００ 
２２日ÿ　移動献血車来町 
２８日◊　子育て相談 予約制 
※会場は保健福祉センターです！ 
〈地域子育て支援センター〉 
〈親子遊びの体験教室〉予約制 
  ４日¤　テーマ「外遊び」………１０：００～１１：３０ 
１１日¤　テーマ「３歳児さんあつまれ」…１０：００～１１：３０ 
１８日¤　テーマ「茶話会」………１０：００～１１：３０ 
〈遊びの広場〉（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…９：００～１２：００ 
１日∏・２日π・７日∑・８日∏・９日π・１４日∑・１５日∏・
１６日π・２２日∏ 
２３日πは卒園式のためお休み、２８∑・２９日∏・ 
３０日πは新年度準備のためお休み。 
※会場は幼児センターです！ 
申込み・お問い合わせ　東川町地域子育て支援センター　@８２－５１００ 

【4月分】 
  ８日¤ 乳幼児健診 
１２日ÿ リハビリ教室 
１４日⁄ 乳幼児予防接種 
２１日⁄ リハビリ教室（理学療法士による指導） 
２６日ÿ リハビリ教室 

　今年度最後の行事として、みんなでワイワイ楽しめる行
事お楽しみ会を予定しています。会食をしたり、ゲームをし
たり、楽しい一時を過ごしましょう。  
対　　象　家庭にいる親子ならどなたでも 
日　　時　3月25日ª午前10時～正午 
場　　所　子育て支援センタープレイルーム 
参 加 費　おやつ代200円（1家族） 
参加人数　15組程度（事前に予約が必要です。）  
申込み・お問い合わせ 東川町地域子育て支援センター（@
82－5100） 
 

　今年度も昨年に引き続き、旭川医大の先生をお迎えして
健康づくり講演会を開催します。 
　今や国民病と言われる糖尿病。年々増加しており、早期
では自覚症状がほとんどなく、進行すると生活の質まで脅か
されるというやっかいな病気です。 
　生活習慣との関連から糖尿病を予防するため、また進行
させないためにどうしたら良いのかを講師の先生にわかり
やすくお話していただきます。ぜひ多くの方々のご参加をお
待ちしております。 
と　　き　3月16日π午後1時30分～3時 
と こ ろ　保健福祉センター　1階集団研修室 
テ ー マ　「肥満と生活習慣～糖尿病を中心に～」 
講　　師　旭川医科大学内科学第二講座教授 
　　　　　羽田　勝計　先生 
対　　象　一般住民 
申込み・お問い合わせ　3月11日ªまでに保健福祉課保健
師（@82－2111）までお申込み下さい。 

わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、な
か
な
か…

と
い
う
人
は
、現
在
の
生
活
習
慣
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
？「
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」は
生
活
習
慣
病
予
防
の
基
本
。ま

ず
は
自
分
の
適
正
体
重
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。太
り
に
く
い
体

を
作
る
た
め
の
食
事
の
と
り
方
や
、体
力・筋
力
を
つ
け
て
基
礎
代
謝
を
上
げ

ま
し
ょ
う
。「
肥
満
」の
怖
さ
は
、さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

温
床
と
な
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

●
肥
満
に
つ
な
が
り
や
す
い
食
習
慣 

・朝
食
抜
き
の
ま
と
め
食
い 

・早
食
い
。あ
ま
り
噛
ま
な
い 

・な
が
ら
食
い
を
よ
く
す
る 

・間
食
、夜
食
を
よ
く
と
る 

・目
の
前
に
食
べ
物
が
あ
る
と
空
腹

で
な
く
て
も
手
が
の
び
る 

　
こ
う
し
た
食
習
慣
は
過
食
や
食

事
の
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
つ
な
が
り
、

思
い
当
た
る
人
は
、ま
ず
そ
こ
を

改
善
す
る
だ
け
で
も
、減
量
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

●
食
事
の
量
は
ど
の
よ
う
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
？ 

　
ま
ず
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
肥
満
度
の
指
数
）

を
目
安
に
し
て
、食
事
の
全
体
を

調
節
す
る
こ
と
で
す
。 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
２２
の
人
な
ら
ば
現
状
維
持
。

２５
の
人
は
腹
八
分
目
。３０
以
上
な

ら
七
分
目
と
い
う
よ
う
に
考
え
ま

す
。 

　
ご
飯
よ
り
も
お
か
ず
の
量
を
減

ら
し
、中
で
も
特
に
油
っ
こ
い
も
の

を
減
ら
す
よ
う
に
す
る
と
無
理
な

く
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
お
さ
え
ら

れ
ま
す
。 

●
太
り
に
く
い
体
を
つ
く
る
食
べ

方
は
？ 

　
夕
食
を
と
っ
て
か
ら
翌
日
の
朝

ま
で
の
時
間
を
１２
時
間
あ
け
る
こ

と
。食
べ
た
分
と
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
は
寝
て
い
る
間
に
消
費
さ
れ

ま
す
が
、そ
れ
く
ら
い
の
時
間
を
お

く
と
体
脂
肪
が
消
費
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、無
理
な
減
食
は
体
内
の

た
ん
ぱ
く
質
を
消
費
す
る
こ
と
に

な
り
か
え
っ
て
体
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
う
い
う
意
味
で
も
１
日
３
食
と

い
う
リ
ズ
ム
の
中
で
食
事
の
量
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、質
を
考
え
る
こ
と

が
、結
果
的
に
太
り
に
く
い
体
を
つ

く
る
と
い
え
ま
す
。 

●
食
べ
る
量
は
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
の
に
太
る
の
は
な
ぜ
？ 

　
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
最
小

限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
量「
基
礎

代
謝
」は
１０
代
中
頃
を
ピ
ー
ク
に

加
齢
に
伴
っ
て
低
下
し
ま
す
。５０

歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
男
女
と
も

ピ
ー
ク
時
よ
り
２５０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
前

後
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。食
事

の
量
を
変
え
て
い
な
い
の
に
３０
歳

を
過
ぎ
る
頃
か
ら
体
重
が
増
え
て

し
ま
う
の
は
、自
然
の
摂
理
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、基
礎

代
謝
は
運
動
に
よ
っ
て
上
げ
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
、日
々
の
生
活
に

運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。 

●
太
ら
な
い
た
め
に
は 

朝
昼
夜
、バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る 

　
太
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
いって

も
た
だ
食
事
の
量
を
へ
ら
せ
ば
よ

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。主
食
＋

主
菜
＋
副
菜
、汁
物
を
で
き
る
だ

け
そ
ろ
え
て
摂
取
し
栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
ま
し
ょ
う
。 

活
動
量
を
増
や
し
ま
し
ょ
う 

　
今
ま
で
に
身
に
つい
た
ぜ
い
肉
を

落
と
す
に
は
、食
べ
る
量
を
減
ら

す
と
同
時
に
活
動
量
を
増
や
し
て

余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
す
こ

と
も
必
要
で
す
。いつ
も
の
動
作
や

身
近
な
運
動
の
動
作
強
度
を
知
り
、

日
常
生
活
を
よ
り
活
動
的
に
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
や
す
い
生

活
パ
タ
ー
ン
に
変
え
ま
し
ょ
う
。 

運
動
習
慣
を
つ
け
る
　 

　
太
ら
な
い
体
を
つ
く
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
柔
軟
体
操
、有

酸
素
運
動
、筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

３
つ
の
運
動
。こ
れ
ら
を
定
期
的
に

続
け
る
こ
と
で
、無
理
な
く
体
脂

肪
を
減
ら
し
て
持
久
力
と
筋
力
を

つ
け
、結
果
的
に
基
礎
代
謝
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

＊
そ
ん
な
に
食
べ
て
い
な
い
の
に
太

る
と
い
う
人
は
体
重
測
定
、食
事

記
録
を
つ
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。普
段
無
意
識
の
う
ち
に

食
べ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、記
録
を

つ
け
る
こ
と
で
自
分
の
食
事
摂
取

の
偏
り
や
体
重
の
変
化
で
日
々
の

生
活
を
振
り
返
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。 

　子どもの成長に「食べ物」はとても大
切です。親子で料理をする機会の少ない
方、簡単にできる料理を使ってみませんか？ 
対　　象　概ね2歳半以上の幼児とお母
　　　　　さん（お父さんも大歓迎です） 
日　　時　3月17日∫午前10時～午後12時頃まで 
内　　容　「モリモリライスクッキング」調理実習・試食・ 
　　　　　ミニ講話 
場　　所　保健福祉センター（健康学習室・栄養指導室） 
持 ち 物　エプロン・三角巾・筆記道具 
申込み・お問い合わせ　役場栄養士（@82‐2111） 



うさぎさんが小さな木のいす
を作って、野原の木の下にお
きました。そのそばに「どうぞ
のいす」と書いた立て札も立
てました。ある日ろばさんがど
んぐりの入ったかごをそのい
すにおいてひるねをしました。
するとそこへ、はちみつを持っ
たくまさんがやってきて、どん
ぐりを食べてしまいました。さ
あたいへん。「どうぞのいす」

で森のどうぶつさんたちはいったい何をしたのでしょう…。 

 

河
野
　
展
之 

　
井
　
敏
夫 

金
野
　
照
雄 

船
城
　
辰
三 

竹
田
　
眞
司 

赤
松
美
恵
子 

　このコーナーでは、山岳ガイド、旭岳ビジ
ターセンター、自然解説員など旭岳で活躍す
る人たちをリレーして、季節とともに変化す
る旭岳の旬のお便りをお届けします。 

だいせつざんのすがお 
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私は北海道の雄大な自然に憧れて本州から渡ってきた一人であるが、

当時長く寒く厳しい冬がくることが憂鬱でならなかった。夏から秋

にかけて歩き回っていた大雪山が閉ざされてしまう寂しさだった。 

東北生まれでも雪の暮らしと縁遠かった私に、山の師匠であるIさん

はスキーを勧めてくれた。それほど上達しないスキーをひたすら練

習した。 

ある時、Iさんに連れられ春の旭岳で雪洞キャンプをした。雪の上は

冷たく眠れなかったが、雪に包まれた静寂、満天の星空の中に見つ

けた彗星の輝きは今でも鮮明に覚えている。氷雪の旭岳に登頂し、

不慣れな山スキーで何度も転び、半泣きで下りてきた思い出がある。 

あれから９シーズン、花咲く夏を待つ以上に冬が待ち遠しくなった

のは不器用なりにも、雪と遊ぶ術を身につけたからだ。時に生活の

上でのやっかいものとなるが、羽根のように軽い雪の感触や無雪期

には歩けないフィールドを自由に歩ける開放感はこの大雪山の魅力

の一つと言えるだろう。 

　地球温暖化が進む今、この北海道でも気象の異常が伺える。20年

後、大雪山に羽根のような雪が降っていてくれるだろうか？高山植

物にも大雪山の固有種があるように、この雪もまた大雪の固有種だ

と言えるのではないだろうか。着実に変わりゆく地球環境をまず自

分の暮らしを見直すことで守っていかなければならない。　　　　

　　　  　　　　　　　　　　　文：ネイチャーガイド　池田しのぶ 

Culture Lounge

文化交流館 

案内 
新刊図書・ビデオ 

「家庭でできる食品添加物・農薬を落とす方法」〈一般書〉 
著：増尾　清／刊：ＰＨＰ研究所 

安全に食べる方法を知って
いますか？明治・大正・昭和
中期ごろまでのおばあちゃん
たちやおふくろさんたちが当
たり前のように行っていた調
理の中に、いろいろな除毒の
テクニックがはいっています。
また、有害物質が体内に入
ると活性酸素の発生原因に

もなりますが、活性酸素の害を減らす食事は日本
型の食事が一番だと考えられ始めています。早速、
今日からおばあちゃんの知恵を活用しませんか。 

 

「どうぞのいす」〈絵本〉 
作：香山　美子／柿本　幸造／刊：ひさかたチャイルド 

「ホーンテッド　マンション」〈映画・DVD〉 
ブエナ　ビスタ　ホーム　エンタテイメント 

「恋愛適齢期」〈映画・DVD〉 
ワーナー・ホーム・ビデオ 

別荘で思いかけず娘と鉢合せしたエ
リカ。そこにあられもない姿で現れた
d娘のボーイフレンドeは、親子ほども
年の離れた中年男ハリーだった！気ま
ずい夕食の後、心臓発作に倒れたハ
リーを運んだ病院で、エリカは彼の担
当医となった２０歳近くも年下のジュリ
アンに告白される。しかし療養のため
一緒に暮らすようになったハリーの内
面にもしだいに惹かれはじめ…（１２８分）

（
１
月
１６
日
〜
２
月
１５
日
）（
敬
称
略
） 
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１０
　
　
　
区 

西

区

 

北
町
２
丁
目 

育

子

 

み
ゆ
き 

美

絵

 

雪
解
け
真
近 

　
３
月
に
入
り
、も
う
そ
ろ
そ
ろ

雪
解
け
の
気
配…

。外
に
出
て
深
呼

吸
し
て
み
る
と
、春
の
薫
り
が
漂
っ

て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た…

。こ
の

季
節
、東
川
散
策
で
ゆ
っ
た
り
と

憩
い
ま
せ
ん
か
。 

　
米
ど
こ
ろ
東
川
町
は
“写
真
の
町
”

に
加
え
、ク
ラ
フ
ト・グ
ル
メ
の
町
で

も
あ
り
、噂
を
聞
き
つ
け
、わ
ざ
わ

ざ
遠
方
か
ら
や
って
く
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。 

       

　
道
草
館
で
は
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
の

他
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー・

喫
茶・飲
食
店
マップ
を
さ
し
あ
げ
、

こ
の
町
の
魅
力
を
案
内
し
て
い
ま

す
。も
し
か
す
る
と
、身
近
に
お

気
に
入
り
の
場
所
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん…

。東
川
散
策
は
ま

ず
こ
こ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

文化交流館は７月から月
曜日も開館しています。み
なさんのご利用をお待ち
しています！ 

ジムは妻サラと不動産業を共同経営
する実業家。ある日サラの元に「屋敷
を売りたい」という電話が入る。ジムは
人生最大のビジネスチャンスだと、家族
旅行の日に家族を連れてその屋敷に
向かう。しかし、その豪邸は売主が長
年願い続けた目的があった…。９９９人
のゴーストと、想像を絶する不思議な体
験が待ちうける、家族そろって楽しめる
ウォルトディズニー作品です。（８８分） 

良
き
短
歌
が
出
来
た
と
風
呂
か
ら
い
で
く
れ
ば
早
も
忘
れ
て
斯
く
も
悩
め
る 

明
け
や
ら
ぬ
空
に
響
き
く
る
除
雪
車
の
音
を
聞
き
ゐ
て
被
害
地
を
想
ふ 

ふ
る
里
誌
た
ど
り
て
昔
を
な
つ
か
し
み
友
と
の
語
ら
い
若
さ
に
ひ
た
る 

披
講
者
の
思
ひ
そ
れ
ぞ
れ
に
読
み
上
ぐ
る
個
性
の
あ
り
て
歌
会
た
の
し
も 

幸
よ
り
は
不
幸
の
重
き
天
秤
の
軸
を
ず
ら
し
て
回
れ
よ
地
球 

色
紙
で
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
鶴
を
折
る
楽
し
七
羽
を
天
井
に
吊
る 

淀
川
の
川
べ
り
近
く
椿
咲
く
垣
根
に
添
い
て
息
子
の
被
写
体
に 

カ
レ
ン
ダ
ー
吾
の
行
事
も
メ
モ
せ
よ
と
息
が
選
り
く
れ
し
少
し
大
き
め 

あ
る
限
り
両
手
ひ
ろ
げ
よ
今
す
こ
し
翔
べ
る
か
も
知
れ
ず
パ
ン
二
枚
食
む 

目
覚
む
れ
ば
風
雪
も
な
き
靜
け
さ
よ
散
歩
路
長
く
樹
氷
か
が
や
く 

嬉
々
と
し
て
幼
な
と
老
い
の
交
流
会
学
び
の
窓
に
蘭
の
花
あ
り 

今
は
亡
き
母
に
て
あ
れ
ど
ひ
た
す
ら
に
無
言
説
法
の
日
々
を
送
り
ぬ 

包
み
き
し
み
か
ん
の
甘
き
香
の
残
る
広
島
の
街
の
新
聞
を
見
る 

猛
吹
雪
な
き
む
し
よ
は
む
し
い
じ
け
む
し
一
か
た
ま
り
に
飛
ば
さ
れ
て
ゆ
く 

 

春
の
闇
も
の
の
芽
の
香
を
運
び
来
る 

美
し
き
殿
御
の
陰
か
春
の
闇 

大
寒
や
沃
野
に
拓
き
し
先
祖
た
ち 

葛
湯
飲
む
発
熱
悪
寒
囲
い
つ
つ 

金
の
な
る
木
春
の
光
り
を
あ
つ
め
け
り 

春
暁
や
野
生
の
勘
を
ゆ
り
起
こ
す 

朝
の
茶
に
茶
柱
た
ち
て
雛
飾
る 

言
の
葉
軽
し
浅
春
の
ち
ぎ
れ
雲 

網
繕
う
春
ま
だ
浅
き
海
見
据
え 

春
浅
し
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
ほ
こ
ろ
び
が 

冬
の
貌
ま
だ
捨
て
き
れ
ず
浅
き
春 

 

広報の配布には各行政区役員等の皆さんの特段のご
協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 
　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配
布をお願いします。 
　なお、配布に当たっては次の事項にご留意ください。 
∏新しく転入された世帯や町内会に加入されていない
世帯にも、併せて配布をお願いします。 
π毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手
数ですが税務住民課広報広聴係までご連絡ください。 
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東
川
氷
土
会
秋
山
泰
彦
さ
ん
が
氷

彫
刻
世
界
大
会
で
大
活
躍 

　 　
毎
年
、町
の
氷
ま
つ
り
を
美
し
い

氷
の
彫
刻
で
飾
って
く
れ
て
い
る
東

川
氷
土
会
の
秋
山
泰
彦
さ
ん
が
、カ

ナ
ダ
国
オ
タ
ワ
市
で
行
わ
れ
た
第

１７
回
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ー
デ
ン
世
界
氷

彫
刻
大
会
に
出
場
し
、世
界
第
３

位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
凱

旋
帰
国
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
で
は
世
界
１１
カ
国
１７

チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、彫
刻
の
技

が
競
わ
れ
ま
し
た
が
、オ
タ
ワ
市
は

前
日
ま
で
は
冷
え
込
ん
で
い
た
の
で

す
が
、い
ざ
氷
を
彫
る
日
に
な
る
と

寒
さ
が
ゆ
る
み
参
加
し
た
選
手
た

ち
は
と
け
て
い
く
氷
と
の
戦
い
に
た

いへ
ん
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。 

　
秋
山
さ
ん
の
製
作
し
た
作
品「
侍
」

は
そ
の
よ
う
な
中
３
位
と
い
う
栄

誉
を
獲
得
し
た
も
の
で
大
健
闘
と

な
り
ま
し
た
。東
川
そ
し
て
日
本
の

文
化
発
展
の
た
め
こ
れ
か
ら
も
が

ん
ば
って
く
だ
さ
い
。 

 



※住民登録の手続き上、人口増減と出生・死亡・転入・転出の増減は一致しないことがあります。 

本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。 
また用紙には再生紙（１００％）を使用しています。 

人　口／7,593人（前月比△28人）、男／3,636人（前月比△9人）、女／3,957人（前月比△19人） 
世帯数／2,925戸（前月比△6戸）、出生／5人、死亡／9人、転入／14人、転出／34人　【1月31日現在】 
    

　
既
報
二
〇
〇
〇
年（
平
成
１１
）三
月

号
や
二
〇
〇
一
年（
平
成
１２
）三
月
号
で

も
書
き
記
し
た
よ
う
に
、三
月
去
る
月

ひ
な
ま
つ
り
の
月
で
あ
る
。 

　
巣
立
ち
…
は
じ
め
て
小
鳥
が
　
と
ん

だ
と
き
　
森
は
、し
いん
と
静
まった
。木
々

の
小
え
だ
が
、手
を
さ
し
の
べ
た
。う
れ

し
さ
と
不
安
で
、小
鳥
の
小
さ
な
胸
は
、

ど
き
ん
ど
き
ん
、大
き
く
鳴
って
い
た
。「
心

配
し
な
い
で
。」と
、か
あ
さ
ん
鳥
が
や
さ

し
く
肩
を
だ
い
て
や
っ
た
。「
さ
あ
、お
と

び
。」と
、と
う
さ
ん
鳥
が
ぽ
ん
と一つ
肩

を
た
た
い
た
。は
じ
め
て
小
鳥
が
じ
ょ
う

ず
に
と
ん
だ
と
き
　
森
は
、は
く
手
か
っ

さ
い
し
た（
詩
　
原
田
直
実
）。ひ
な
鳥

が
成
長
し
て
巣
か
ら
飛
び
立
つ
よ
う
に

学
校
を
卒
業
し
た
り
、ま
た
、親
元
を

離
れ
て
社
会
へ
出
た
り
す
る「
巣
立
ち
」

に
は
、夢・
希
望・
不
安・
期
待・
別
離
な

ど
の
人
間
模
様
が
描
き
出
さ
れ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
情
景
に
は
、か
つ
て
、少
年
時

代
の
子
守
り
や
丁
稚（
年
季
奉
公
し
て
、

雑
役
な
ど
を
し
た
年
少
の
使
用
人
、店

員
）奉
公
を
思
い
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
が
、

巣
立
ち
に
は
元
気
に
羽
ば
た
く
明
る
さ

が
何
よ
り
も一番
で
あ
る
。 

　
徒
弟
制
度（
丁
稚・門
人・弟
子
な
ど
、

親
方・
職
人・
徒
弟
と
い
う
序
列
）で
弟

子
入
り
し
た
先
輩
は
、暖
簾
分
け（
長

年
よ
く
つ
と
め
た
奉
公
人
に
別
に
店
を

持
た
せ
て
、同
じ
屋
号
の
の
れ
ん
を
許
す

こ
と
）を
さ
せ
て
も
ら
って
か
ら
、今
や
会

長
と
し
て
社
員
指
導
に
当
た
っ
て
お
ら

れ
る
。正
に
免
許
皆
伝
、師
弟
三
世（
師

弟
は
前・
現・
来
世
の
因
縁
、契
り
）の
巣

立
ち
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

　
旅
立
ち
…
旅
に
出
る
と
は
いって
も
、

行
き
先
や
行
き
方
も
十
人
十
色
で
あ
る
。

旅
と
は
家
を
離
れ
て
、暫
く
他
所
へ
行

く
こ
と
で
あ
れ
ば
、出
発
で
あ
り
、出
立

ち
で
あ
る
。出
立
ち
に
は
、身
じ
た
く
や

よ
そ
お
い
を
も
意
味
す
る
の
で
、旅
へ
の

心
構
え
が
重
要
と
な
る
。 

　
旅
路・旅
先・旅
心
そ
し
て
旅
寝・旅
人・

旅
衣
で
あ
る
。さ
ら
に
旅
日
記
を
付
け
、

旅
疲
れ
に
留
意
し
な
が
ら
、楽
し
い
旅

行
を
続
け
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。 

　
ま
し
て
や
、こ
の
旅
立
ち
が「
人
生
の

節
目
の
旅
立
ち
」と
な
る
と
、自
決・
決

意・意
気
込
み
な
ど
が
極
め
て
重
大
な
こ

と
と
な
る
。 

　
旅
に
出
て
　
郷
の
温
も
り
　
呼
ぶ
夜

更
け（
間
人
）と
は
、壊
郷・郷
愁
を
赤
裸
々

に
し
た
旅
枕
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
や

っ
ぱ
り
旅
立
ち
の
あ
の
日
が
思
い
出
さ
れ

る
よ
。」と
は
、大
阪
永
住
の
筆
忠
実
な

学
友
か
ら
の
便
り
で
、息
子
夫
婦
と
同

じ
マ
ン
シ
ョン（
階
ち
が
い
で
別
居
）暮
ら

し
で
あ
る
が
、「
疼
痛
の
　
遠
く
に
あ
り

て
　
雪
離
れ
」と
詠
ん
だ
句
を
添
え
た

寒
中
見
舞
を
受
け
取
っ
た
の
も
、つい
二・

三
日
前
で
あ
る
。 

　
独
り
立
ち
…
自
立・
独
立・一本
立
ち

で
あ
る
。三
月
は
ま
さ
し
く
独
り
立
ち

の
た
め
の
旅
立
ち
で
あ
り
、巣
立
ち
で
あ

る
。 

　「
ね
ぇ
、お
か
あ
さ
ん
、な
ぜ
春
に
な
る

と
、木
の
新
芽
や
ツ
ク
シ
が
いっ
ぱ
い
生
ま

れ
る
の
」、「
さ
あ
？
で
も
み
ん
な
あ
た
た

か
い
時
じ
ゃ
な
い
と
生
き
て
い
く
の
が
大

変
だ
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
」、「
わ
た
し
が

生
ま
れ
た
の
も
春
だ
っ
た
？
」、「
そ
う
、

だ
か
ら
早
く
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
ね
」（
て
の
ひ

ら
メ
ルヘン
　
自
立
　
村
上
　
保
）の
要

約
で
あ
る
が
、間
も
な
く
訪
れ
る
北
国

の
春
へ
の
童
話
的
な
思
い
が
ふ
く
ら
ん
で

く
る
。　 

　
そ
う
い
え
ば
、去
る
と
は
遠
ざ
か
る
、

離
れ
る
こ
と
も
含
む
の
で
、書
き
な
ぐ
っ

た「
三
立
」も
ま
た
四
月
へ
と
去
る
か
と

思
う
が
、さ
て
。 

”三立小ばなし” 

や
よ
い 

し
ば
ら 

と
う 

さ
ん
り
つ 

い
で
た 

よ
そ 

ぬ
く 

ま
め 

ま
さ
と ま

く
ら 

で
っ
ち 

の
れ
ん 

は 
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